
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

ハッカは東アジアの熱帯から温帯に分布する多年草でやや湿った所に生えています。地

下茎をのばして繁殖します。茎は四角く高さ 20～60cm、全体に少し毛があります。葉は

長さ2～8cm。花は夏から秋に咲きます。 

ハッカ属は英名でミントと呼ばれ、世界の主な種はアップルミント、パイナップルミン

ト、ジンジャーミント、ブラックペッパーミント、スペアミント、グレープフルーツミン

ト、ベニーロイヤルミント、レモンミント、カーリーミントなどがあります。 

ニホンハッカはジャパニーズミントと

もいい、その学名は Mentha arvensis 

var.piperascens です。全体に芳香が

あり強い香りと辛みがあります。茎葉か

らハッカ脳、ハッカ油をとり、香料・清

涼剤・鎮痛剤などに加工されます。日本

には 1817 年ころ岡山県から栽培が始

まりその後広島県、山形県へと広まって

いきました。北海道では明治中頃から和

ハッカが栽培されるようになりました。

山間部の涼しい環境が生育に適し、刈り

取ったハッカを乾かして蒸留したハッカ油は少量で高価かつ運搬が容易であることから、

北海道の山間部で栽培が広まりました。戦前日本は天然ハッカ脳の主生産国でしたが、戦

後になると外国産ハッカや合成ハッカが流通するようになり、年々生産量は減っています。

北見ハッカは有名ですが、現在は北見市にハッカ畑はなく、紋別郡滝上町で数軒、約６ha

ほどしか栽培されていません。それでも全国生産量の 90％以上を占めるという希少な農産

物と言えます。また、ハッカの栽培は雑草の混入が無いよう、日々の除草作業が欠かせな

いため、刈り取りまでは大変な作業となります。 

滝上町の和ハッカは品質管理が良く純度が高いことから、ジャパ

ニーズミントとして世界からも人気があります。和ハッカの花は 8

月ですが、花が咲くときが収穫の合図となり一斉に刈り取るため、

なかなか満開の花畑を見ることができません。これも、品質と収量

のためには欠かせないタイミングのようです。現在和ハッカの品種

は「ほくと」「JM-23号」「あかまる」などがあります。 

滝上町の道の駅等売店にはハッカのほか各種ハーブの製品がいっ

ぱいあります。また、郷土館では大きなハッカ蒸留器が展示され、

当時の歴史を知ることができます。 

シソ科 ハッカ属 

ニホンハッカ（和薄荷） 

参考文献：「園芸植物大事典」小学館、「原色牧野植物大図鑑」北隆館、「ハーブの図鑑」池田書房 ほか 

写真提供ほか：（一社）滝上町観光協会 

Mentha arvensis var.piperascens 
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和ハッカの花 



A シンクイムシなどの害を受けなくなる時期は８月中旬頃からなので、この時期から袋を外すことは可 

能です。収穫前に除袋する目的は、主として果皮の色付きを、もう一つは品質を良くすることです。 

リンゴは果皮を赤くするために収穫前20日～30日に袋を外します。袋かけしている期間は、。早生

系品種は短めに、晩生系品種は長めになります。 

ナシは果皮の着色をする必要がないので、袋をつけたまま収穫できます。栽培農家では品質向上のた

め、品種によって収穫前に袋を外すことがあります。自分なりに試されてはいかがでしょう。また、

西洋ナシは収穫後追熟させるので、袋をつけたまま収穫します。 

一つ注意したい点は、晴天の日に除袋すると果皮が日焼けして火傷したようになるので、曇りの日に

行うほうがよいでしょう。晴天の日に行う場合は、果実の温度と外気温のとの温度差が少ない日中

（午前 10 時以降）に行うと被害が少なくなります。特に、早生系品種は除袋時期が８月中下旬頃か

らと、まだ暑さが残る時期になるので注意が必要です。 

  
 
 

 

       

 

ここに記載した以外の作業も沢山ありますので 

ご不明な点は緑の相談までお気軽にお問合せください。 

園芸Q＆A 

Q 我が家にはリンゴとナシがあります。果実が虫に食われるので袋をかけています。しかし、

収穫前のどの時期に袋を外していいのか分かりません。正しい時期を教えてください。 

緑の相談受付 10:00～12:00 13:00～16:00 

☆豊平公園   811-9370 月曜以外毎日 （月祝日の場合は、翌平日が休み） 

☆百合が原公園 772-3511   毎週 木、日 

☆平岡樹芸センター 883-2891   毎週 水、土 

９月の園芸作業 

上旬 中旬 下旬

野
菜

植付け

球根植え

播種

入室

新芽摘み

種子に砂を混ぜて増量し、縦横にまく。発芽まで乾燥させない。

鉢上げ

芝
生

生垣の刈込み。針葉樹は中旬以降は浅めに刈込む。

庭

木

・

花

木

刈込み

除袋

収穫

入室前に植物、鉢内用土の病害虫防除。

室
内
園
芸

植替え

夏型（サンセベリア、アロエ、カランコエ、アガベ、ユーフォルビアなど）以外のもの。

カイガラムシ、ナメクジなど、見つけ次第捕殺する。

シャコバサボテン先端の若芽を摘み、開花を促す。

鉢

花

・

観

葉

植

物 施肥・潅水

洋
ラ
ン

作 業 時 期
作業内容

イチイ、マツ類などの針葉樹は上旬までに。モミジは透かし剪定程度。

ボタンは下旬～10月上旬。

屋
外
園
芸

ニンニク、アサツキ、ワケギなど

リンゴは収穫20～30日前、袋内外の温度が同程度の時刻が良い。

花
壇

スイセン、クロッカス、ヒヤシンス、チューリップなどの秋植え球根の植付け。

剪定

移植

果
樹

肥料は９月までに施用する。

ベゴニア類、ペチュニア、インパチェンス、ガザニアなど、冬は室内の窓際で開花させる。

アメリカ系のブドウの大半(ﾎﾟｰﾄﾗﾝﾄﾞ,ｷｬﾝﾍﾞﾙなど)。プラム、ナシ、早生リンゴなど。

サ

ボ

テ

ン

多

肉

植

物

植替え・挿し芽・株分け

株分け・植付け 春咲きの宿根草。シャクヤクは下旬以降。

下地作り、芝張り、転圧の順に行い、しっかり潅水をして芝と土を密着させる。張芝

施肥

液肥のみ。デンドロビウム・ノビル系、シースの出たカトレア類、花芽のあるシンビジ
ウムなどには与えない。古い置き肥は取り除き、残さない。

施肥

カネノナルキ、シャコバサボテンなどの肥料を中止し、水を控える。潅水・施肥

寒さに弱い植物から順次入室。

鉢土が硬くなったもの、根詰まりしているもの、根腐れしているものは植替え。

肥料は窒素分の少ない液体肥料。クンシランは肥料・水やりを中止。

病害虫防除

病害虫防除



 



    

イベント情報（9・10月） 


